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AXIES 2022年度年次⼤会「SINET6とデータ収集・解析基盤」
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次世代 NII RDC
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研究再現性を⽀える3つの機能

DMP作成⽀援

環境構築⽀援

研究者

DMP⾃動更新

モニタリング

DMP

研究機関
助成機関

実験
⼿順

データ

研究データの変遷を記録
共有⽤
ストレージ

公開⽤
リポジトリ

共有⽤
ストレージ

⼀時保存⽤
ストレージ

⽣データ

1次解析

2次解析

公開

再利⽤

❶データガバナンス機能 ❷データプロビナンス機能

データの種類、取得元、蓄積場
所、保護レベル、資⾦源などを
含むDMPを半⾃動的に作成

研究進展に伴いDMP
を⾃動的に更新

ルールに則った解析環境・
蓄積環境を⾃動的に構築

研究データの実態を把握し、所属
機関の経営層や研究費助成機関へ
フィードバック

利⽤実績に基づきデータ
⽣産者を学術的に評価

データの出所・来歴を
⾃動的に追跡・記録

研究成果の真正性を遡及的に検証
可能。エンバーゴ期間も管理

公開データの再利⽤状況を
把握し、利活⽤を促進

❸コード付帯機能

プログラム
データ

環境定義

パッケージ化

他分野研究者
など

実⾏環境構築

研究者

カタログ化

再
利
⽤

全国の計算資源を活⽤してデー
タ解析環境を簡便に構築・共有

研究成果の再現性が
⾶躍的に向上

ソフトウェアとその実⾏環境を
パッケージとして公開

パッケージを論⽂と紐づけて
検索可能化
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コード付帯機能:
データとコードが循環する世界

公開基盤

検索基盤

管理基盤 ❷
❶

❸

解析機能

先⾏研究のデータを発⾒。GakuNin RDM の
⾃分のプロジェクトに取り込む

解析プログラムを開発・実⾏。
解析結果をプロジェクト内で共有

得られた知⾒を論⽂にまとめ、
プログラムとともに公開
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コード付帯機能の⼀部:
GakuNin RDM データ解析機能

機関ストレージ標準ストレージ

Launch

②取り込み

①環境定義・共有

③書き戻し

研究室等

④読み書き

⼤学等
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デモ (1/4)

解析プログラム
(Jupyter Notebook)

データファイル
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デモ (2/4)

❶解析環境を構成

❷計算機を選択して起動︕
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デモ (3/4)

❸ファイルがGakuNin RDMから
コピーされている

❹ファイルを読み込んで解析

❺解析結果を ~/result/ に保存

❻書き戻しボタン
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デモ (4/4)

❼解析結果がGakuNin RDMに
書き戻される
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外部計算機連携のバリエーション

研究室等

🅐 🅑 🅒

システム 運⽤主体 認証⽅法 同時起動数 ドメイン名＋
サーバ証明書 バックエンド

🅐 Binder NII 学認 10個／ユーザ ○ Kubernetes

🅑 Binder 機関 学認, OAuth, LDAP, etc. 任意設定 必要 Kubernetes

🅒 JupyterHub 研究室等 OAuth, LDAP, ローカル 1個／ユーザ 不要 Linux VM

l ワークフローエンジンとの連携機能を開発中。Sapporo を介して各種エンジンに対応
l スパコン等との連携も設計中。Open OnDemandを介して各種スケジューラに対応

機関
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こんな⽤途に使えます

• 11

研究
• ご⾃⾝の研究のためのデータ分析

公開・共有
• 他の研究者の⼆次分析に資する
データとプログラムの公開

教育・学習
• 学⽣たちにデータ分析をさせる
ゼミ・講義・演習など

引き継ぎ
• 先輩の研究環境を後輩が再現し、
研究を継続する



導⼊⼿続き
• データ解析機能は、GakuNin RDM のオプション機能と

して、機関単位で提供されます。
• 利⽤機関の情報基盤センター等で初期設定を⾏うと、そ

の機関に所属するユーザーが利⽤可能となります。
• 現在 GakuNin RDM を正式利⽤されている機関の担当者

様に、解析機能の追加についてご案内してあります。
資料

• マニュアル https://support.rdm.nii.ac.jp/
• 解説動画 https://youtu.be/_FzOpDTQrBQ

お問い合わせ
• 開発・活⽤に関すること→ cs-support@nii.ac.jp
• 導⼊⼿続きに関すること→ rdm_support@nii.ac.jp
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詳しい情報
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コード付帯機能群

Binder / Jupyter

Sapporo Open OnDemand

ワークフロー
エンジン

秘密計算
システム

バッチスケジューラ

GakuNin RDM

WEKO3

JupyterHub

研究室計算機
クラウドなど

機関計算機
mdx など スパコンなどNII計算機

❸

❷

❼

❹

❺ ❻

❽

❶

SINET
Stream

➒

❶❸計算再現パッケージ機能 GRDMプロジェクトをWEKOで公開、他者がGRDMに取り込み再利⽤ 設計中
❷❹ GakuNin RDMデータ解析機能 Jupyterによるデータ解析環境をGRDMから構築 運⽤中
❺外部ワークフローエンジン連携機能 ワークフローエンジンをGRDMから起動、結果をGRDMに回収 開発中
❻外部バッチスケジューラ連携機能 バッチスケジューラにジョブをGRDMから投⼊ 設計中
❼WEKOオンライン分析機能 NIIのBinderを使ってWEKOから解析環境を構築 運⽤中
❽秘密計算システム統合機能 秘密分散によるセキュアな解析環境をJupyterから利⽤ 開発中
➒ SINETStream連携検討 SINETStreamによるリアルタイムデータ収集環境を構築 設計中
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⽬指したい将来像

クラウド計算機

汎⽤計算機

汎⽤スーパー
コンピュータ

分野別計算機

分野別DB
秘密計算
サーバー機関

計算機
機関

ストレージ
クラウド

ストレージ
ソースコード

リポジトリ

データ
カタログ

研究再現
パッケージ

機関
リポジトリ

検索サービス

論⽂

GakuNin RDM を核として
データの世界と計算機の世界を結ぶ

RESTful APIの世界

シェルコマンド／
ファイルシステム

の世界

電⼦ラボノート／

ワークフローエンジン

の世界

バッチジョブ
の世界
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世
界
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